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任意の実数 yx, について、 0)1(cossin22 ≧ yxy が成り立つことを示せばよい。 

01cos,1sin1 ≦≦≦  yx であるから )1(cos2)1(cossin2 22  yyyxy ≧  

2cos2)( 2  yyyh とすると 0)cos1(2)(sin22)( ≧yyhyyyh   

)(yh は単調増加であり、 

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yy

は明らかであるから、 

)(yh は 0)(  yh となる実数 y をただ 1つ持つ。 

0)0( h であるから、 )(yh は 0y で極小となる。 0)0( h より 0)( ≧yh  

 

したがって、任意の実数 y について 0)( ≧yh であることが示されたので、 

任意の実数 yx, について 0)1(cossin22 ≧ yxy であることも示された。 

 

 )(2)()( xgyxgyxg ≧  (証明終) 

 

等号成立は 0y のときで、 xは任意。 


